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吉野川市合併3周年記念事業 



吉
野
川
市
合
併
３
周
年
を
記
念
し
て
、
旧
４
町
村
が
共
有
す
る
「
阿
波

忌
部
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
１０
月
６
日
・
７
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

６
日
は
、
第
１
部
「
阿
波
忌
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
、
記
念
講
演
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。
７
日
に
は
、
第
２
部
「
阿
波
忌

部
の
聖
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
」
と
し
て
、
市
内
の
阿
波
忌
部
ゆ
か
り
の
史
跡

を
探
訪
し
、
ま
た
、
第
３
部
「
吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
阿
波

忌
部
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
市
民
創
作
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

川
市
と
阿
波
忌
部
を
語
る
未
来
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
林
博
章
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
阿

波
ス
ピ
ン
ド
ル
株
式
会
社
会
長
の

木
村
悟
さ
ん
（
山
川
町
在
住
）
や

鴨
島
公
民
館
長
の
岡
田
年
弘
さ

ん
、
阿
波
忌
部
直
系
・
国
指
定
重

要
文
化
財
三
木
家
住
宅
当
主
の
三

木
信
夫
さ
ん
（
美
馬
市
木
屋
平
在

住
）
ら
が
パ
ネ
ラ
ー
を
務
め
ま
し

た
。パ

ネ
ラ
ー
か
ら
は
、「
産
業
・

農
業
技
術
や
伝
統
文
化
を
全
国
に

広
め
た
阿
波
忌
部
の
知
恵
や
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
、
次
の
世
代
に

語
り
伝
え
る
こ
と
が
必
要
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
人
は
そ
の
魅
力
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
吉
野
川
市
に
お
け
る
阿

波
忌
部
の
史
跡
を
、
約
１
０
０
枚

の
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
ス
ラ
イ
ド
が
映
し
出
さ
れ
る

中
、
吉
野
川
市
美
郷
在
住
の
ヒ

メ
＆
ヒ
コ
こ
と
青
木
夫
妻
の
演
奏

が
、
会
場
内
を
古
代
の
雰
囲
気
で

包
ん
で
い
ま
し
た
。

鳴
門
工
業
高
校
教
諭
、
林
博
章

さ
ん
の
「
日
本
建
国
と
阿
波
忌
部

〜
麻
殖
郡
の
足
跡
と
共
に
〜
」
と

題
し
た
記
念
講
演
で
は
、
日
本
各

地
を
開
拓
し
た
と
さ
れ
る
阿
波
忌

部
氏
関
連
の
神
社
や
史
跡
な
ど
ス

ラ
イ
ド
を
使
い
紹
介
し
ま
し
た
。

第
１
部
を
締
め
く
く
る
「
吉
野

第
１
部
は
、
開
会
式
プ
レ
演
奏

と
し
て
、
吉
野
川
市
民
ら
に
よ
る

オ
カ
リ
ナ
グ
ル
ー
プ
の
歓
迎
・
祝

賀
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
高
越
山
を
守
る
会
」
に
よ
る
、

ほ
ら
貝
の
前
座
演
奏
・
高
越
山
の

大
天て
ん

狗ぐ

に
よ
る
開
会
宣
言
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
阿
波
忌
部
が
開

拓
し
た
吉
野
川
市
の
魅
力
を
満
載

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
映
像
で
は
、

吉
野
川
市
の
み
な
ら
ず
、
阿
波
忌

部
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
紹
介
し
、
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●
第
１
部

「
阿
波
忌
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

吉
野
川
市
合
併
３
周
年
記
念
事
業
 

▲オカリナグループ「アミンダ」による歓迎・祝賀演奏

▲ほら貝の音が館内に響き渡る

▲大天
てん

狗
ぐ

による開会宣言

▲プロモーションビデオで吉野川市を紹介▲ヒメ＆ヒコの演奏が古代の雰囲気を演出
する

▲阿波忌部について熱く紹介する林さん▲吉野川市の未来について論議するパネラー



第
２
部
は
、
阿
波
忌
部
に
関
係

す
る
史
跡
を
探
訪
す
る
ツ
ア
ー
で

す
。
バ
ス
に
乗
り
込
み
出
発
し
た

参
加
者
た
ち
が
ま
ず
向
か
っ
た
の

は
、
麻
宮
神
社
で
す
。
こ
こ
で
は
、

ガ
イ
ド
の
林
博
章
さ
ん
か
ら
「
元

来
こ
の
神
社
は
麻
殖
神
を
祀ま
つ

る
大

社
、
忌
部
神
社
で
あ
っ
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
」
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

そ
の
後
、
杉
尾
神
社
、
天
村
雲

神
社
と
移
動
し
、
忌
部
神
社
に
は

歩
い
て
向
か
い
ま
し
た
。
忌
部
神

社
に
向
か
う
途
中
、
山
崎
八
幡
神

社
で
「
忌
部
の
矢
磨
石
」
や
「
忌

部
の
矢
宮
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

忌
部
史
跡
を
見
学
し
、
堪
能
し
ま

し
た
。
忌
部
神
社
で
は
、
実
行
委

員
の
吉
田
幸
治
さ
ん
か
ら
忌
部
神

社
の
歴
史
に
つ
い
て
、
興
味
深
い

話
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
岩
戸
神

社
で
は
、
神
代
忌
部
が
神
麻
を
晒

し
た
聖
な
る
場
所
で
あ
る
と
教
え

て
い
た
だ
き
、
ヒ
メ
＆
ヒ
コ
の
演

奏
で
さ
ら
に
会
場
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
川
島
神
社
、
岩
の
鼻

に
立
ち
寄
り
、
忌
部
の
聖
地
「
粟

島
（
善
入
寺
島
）」
や
吉
野
川
の
雄

大
な
景
色
を
眺
め
ま
し
た
。
参
加

者
は
阿
波
の
名
勝
と
も
呼
ぶ
べ
き

絶
景
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

2007年（平成19年）11月14日
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●
第
２
部

「
阿
波
忌
部
の
聖
地
を
巡

る
ツ
ア
ー
」

〈
バ
ス
ガ
イ
ド
　
林
博
章
さ
ん
、

ヒ
メ
＆
ヒ
コ
、三
木
信
夫
さ
ん
、

吉
田
幸
治
さ
ん
〉

蜷
阿
波
忌
部
に
つ
い
て
説
明
す
る
林
さ
ん

▲阿波忌部の関東進出や茨城県の「鹿島神宮」の創建に
かかわったとみられる杉尾神社

▲多くの忌部史跡が点在する山崎八幡神社

▲天村雲神社の存在は、阿波忌部と大和朝廷、伊勢神宮の
成立にも大きくかかわったとされる

▲岩戸神社ではヒメ＆ヒコの演奏が
会場を盛り上げる▲吉野川の雄大な景色を楽しむ参加者

蜻忌部神社の歴史に
ついて説明する吉田
幸治さん（右）



▲美しい音色を響き渡らせたオカリナ

▼プロのダンサーによる華麗な舞い蜷

第
３
部
で
は
、
阿
波
忌
部
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
す
る
市
民
創
作
劇

が
、
鴨
島
公
民
館
前
北
側
広
場
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

衣
装
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
時
広
真
吾
さ

ん
の
総
合
演
出
・
衣
装
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
の
も
と
プ
ロ
の
モ
デ
ル
や
ダ

ン
サ
ー
５
人
と
市
民
ら
約
５０
人
が

出
演
し
、
四
季
の
移
ろ
い
と
吉
野

川
市
の
歴
史
の
流
れ
を
ダ
ン
ス
や

音
楽
な
ど
で
表
現
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

場
面
に
約
５
０
０
人
の
観
衆
は
魅

了
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
送

り
ま
し
た
。

ま
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
直
径

１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
世
界
最
大

級
の
「
魔
鏡
」
を
使
っ
て
映
像
を

映
し
出
し
、
吉
野
川
市
の
未
来
へ

祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

創
作
劇
終
了
後
、
市
内
有
名
連

に
よ
る
阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
踊
り
子
た
ち
の
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
舞
い
と
ぞ
め
き
の
リ
ズ
ム

に
、
会
場
は
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
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●
第
３
部

「
吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

▲特設ステージで乱舞する踊り子たち

▲幻想的なフィナーレでは、出演者と観客が一体となって、吉野川
市の未来を祝福しました

▲優雅なハーモニーを奏でる声楽

▲真剣を使用した居合い

▲哀愁ただよう尺八の音色

▲かわいらしいバレリーナたち



吉
野
川
市
で
は
、
平
成
１６
年
度

の
町
村
合
併
以
前
か
ら
、
生
活
環

境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
を
目
的
に
、
公
共
下
水
道
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
事
業
の
進
捗

し
ん
ち
ょ
く

に
伴
い
、

順
次
区
域
拡
大
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
１８
年
度
末
に
、
す
で
に

認
可
さ
れ
て
い
る
７
３
５
ｈａ
の
区

域
の
う
ち
９０
％
以
上
の
地
区
に
お

い
て
、
下
水
道
管
路
施
設
の
整
備

が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
た

び
認
可
区
域
を
新
た
に
８０
ｈａ
追
加

し
て
、
８
１
５
ｈａ
に
拡
大
し
ま
し

た
。追

加
し
た
の
は
、
鴨
島
町
牛
島
、

麻
植
塚
、
内
原
、
中
島
、
森
藤
な

ど
の
各
地
区
で
す
。（
詳
細
は
下

の
「
計
画
図
」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
）

身
近
な
生
活
環
境
を
改
善
し
、

良
好
な
水
環
境
を
創
出
す
る
下
水

道
は
、
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
施
設

で
す
。
今
回
の
区
域
拡
大
で
、
鴨

島
町
に
暮
ら
し
て
い
る
方
の
７
割

以
上
が
公
共
下
水
道
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
区
域
拡
大
し
た
地
区
で

は
測
量
・
調
査
・
設
計
を
行
い
、

順
次
下
水
道
管
埋
設
工
事
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
工
事
中
は
通
行

止
め
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
の
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
下
水
道
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課

蕁
瀚
３
３
９
９

2007年（平成19年）11月14日
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吉
野
川
市
公
共
下
水
道
事
業
（
中
央
処
理
区
）

計
画
図

公
共
下
水
道
事
業
（
中
央

処
理
区
）
認
可
区
域
拡
大

の
お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
事
業
（
中
央

処
理
区
）
認
可
区
域
拡
大

の
お
知
ら
せ

既認可区域

将来計画区域

認可拡大区域

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
コ
ヒ

ル
ガ
オ
（
昔
は
カ
オ
バ
ナ
と
よ
ば

れ
て
い
ま
し
た
）
は
、
６
月
か
ら

８
月
ご
ろ
淡
紅
色
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
昼
間
に
開
花
す
る
の
で
、

ヒ
ル
ガ
オ
の
名
前
が
付
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

『
高
円
た
か
ま
ど

の
　
野
辺
の
容
花

か
ほ
ば
な

面
影
お
も
か
げ

に
　
見
え
つ
つ
妹い
も

は

忘
れ
か
ね
つ
も
』

（
大
伴
家
持
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
高
円
た
か
ま
ど

（
奈
良
市
東
部
、
高
野

山
一
帯
）
の
野
辺
の
カ
オ
バ
ナ
の

よ
う
に
、
面
影
が
ち
ら
つ
い
て
、

あ
な
た
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

川
島
万
葉
植
物
園

コ
ヒ
ル
ガ
オ

ヒ
ル
ガ
オ
科〈表紙写真〉
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地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
澪

講
演
テ
ー
マ

「
私
ら
し
く
、
あ
な
た
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
〜
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
〜
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

鴨
島
町
在
住
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ

Ｉ
Ｍ
Ｓ
理
事
長
。

整
理
さ
れ
た
引
き
出
し
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
る
。
そ
の
情
報
量

に
は
拍
手
喝
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
、
男
女
共
同
参
画
と
難
し
い

か
な
と
思
う
言
葉
も
あ
っ
と
い
う

間
に
や
さ
し
く
３
分
ク
ッ
キ
ン
グ
。

「
女
性
も
男
性
も
い
き
い
き
と

輝
い
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
」こ

の
す
て
き
な
言
葉
で
見
事
に

調
理
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

蕁
澤
２
２
２
９

講
師
団
活
躍
中

傑
怪

瀬
せ

尾
お

規
のり

子
こ

　一定の障害を持つ在宅の方や保護者などに対し、下表のとおり手当を支給します。手当の受給を希望され
る方は、手続きに必要な書類等をご持参の上、介護障害課（川島庁舎１階）で申請をしてください。 

在宅の障害者に対する手当について 

問い合わせ　 市介護障害課　蕁澪６６１３ 

心身に中・重度の障害を有する20
歳未満の児童を養育している父も
しくは母、または父母に代わって児
童を養育している方 

20歳未満の児童で、心身に
重度の障害があるため日常生
活において常時介護を必要と
する在宅の方（特別児童扶養
手当と併せて受給できます） 

20歳以上の方で、心身に著し
く重度の障害があるため日常
生活において常時特別の介護
を必要とする在宅の方 

特別児童扶養手当 

受給資格者 

支給の対象外
となる場 合  

申 請 時 に  
必要なもの 

支 給 額  

支 給 月 

障害児福祉手当 特別障害者手当 

○受給資格者（保護者）、またはそ
の配偶者、および生計を維持す
る扶養義務者の前年の所得が一
定の限度額以上のとき 
○当該児童が社会福祉施設等に入
所しているとき 
○申請者および当該児童の住所が
日本国内にないとき 
○当該児童が障害を支給事由とす
る公的年金の給付を受けている
とき 

○受給資格者、またはその配
偶者、および生計を維持す
る扶養義務者の前年の所得
が一定の限度額以上のとき 
○受給資格者が社会福祉施
設等に入所しているとき 
○受給資格者が障害を支給
事由とする公的年金の給付
を受けているとき 

○受給資格者、またはその配
偶者、および生計を維持す
る扶養義務者の前年の所得
が一定の限度額以上のとき 
○受給資格者が社会福祉施
設等に入所しているとき 
○受給資格者が病院または診
療所に継続して3か月以上
入院しているとき 

蘆所定の診断書…介護障害課（川
島庁舎1階）または支所地域課（鴨
島・山川・美郷）に備え付け 

蘆世帯全員の住民票、戸籍謄本、受
給資格者（保護者）名義の郵便
貯金通帳、印鑑 

蘆所定の診断書…介護障害
課（川島庁舎1階）または支
所地域課（鴨島・山川・美郷）
に備え付け 
蘆戸籍謄本、預金通帳（障害
者本人名義で郵便局以外
のもの）、印鑑 

蘆所定の診断書…介護障害
課（川島庁舎1階）または支
所地域課（鴨島・山川・美郷）
に備え付け 
蘆戸籍謄本、預金通帳（障害
者本人名義で郵便局以外
のもの）、印鑑、公的年金関
係の証書 

4月、8月、11月 2月、5月、8月、11月 2月、5月、8月、11月 

○1級（重度障害）…児童1人につき
月額50,750円 

○2級（中度障害）…児童1人につき
月額33,800円 

月額 14,380円 月額  26,440円 
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を
出
品
す
る
と
と
も
に
、
人
権
啓

発
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
て
い
ま

す
。昨

年
度
は
「
人
を
人
と
し
て
大

切
に
す
る
こ
と
蠡
」
と
題
し
て
、

人
権
学
習
会
の
活
動
目
的
や
活
動

内
容
を
紹
介
し
、
互
い
の
人
権
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

②
教
育
集
会
所
ま
つ
り

こ
の
行
事
は
、「
だ
れ
も
が
集
ま

る
教
育
集
会
所
に
し
た
い
」「
も
っ

と
地
域
の
よ
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
純
粋
な
子
ど
も
た
ち

の
願
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

人
権
学
習
会
や
集
会
所
に
ま
つ

わ
る
内
容
の
ク
イ
ズ
や
発
表
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
毎
年
多
く
の
子
ど
も
た
ち

や
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

昨
年
は
人
権
カ
ル
タ
を
作
成

し
、
カ
ル
タ
取
り
も
行
い
ま
し
た
。

教
育
集
会
所
の
ほ
ん
の
一
部
の

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
は
日
々
の
集
会
所
で
の
活

動
を
基
盤
に
人
権
の
大
切
さ
を
学

び
、
差
別
解
消
に
向
け
て
一
歩
ず

つ
着
実
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
蕁
澤
２
２
２
９

本
集
会
所
は
、
子
ど
も
た
ち
が

日
々
楽
し
く
集
い
交
流
す
る
場
と

し
て
、
ま
た
地
域
の
人
権
啓
発
拠

点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
１
年
を
通
じ
て
小
・

中
学
生
を
対
象
に
人
権
学
習
会
が

実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

①
西
麻
植
会
館
祭
で
の
発
表

１２
月
に
は
、
毎
月
実
施
し
て
い

る
書
道
教
室
の
作
品
や
絵
画
な
ど

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
子
ど
も
た
ち
の
願
う
社
会

の
実
現
に
向
け
て
」

―
西
麻
植
教
育
集
会
所
―

総
務
省
の
「
社
会
生
活
基
本
調

査
（
２
０
０
１
年
）」
で
は
、
夫

が
仕
事
を
し
て
い
て
妻
が
働
い
て

い
な
い
世
帯
の
平
均
家
事
関
連
時

間
は
、
夫
が
１
日
約
３０
分
、
妻
は

約
７
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
共

働
き
世
帯
の
場
合
は
、
夫
が
１
日

約
３０
分
、
妻
は
約
４
時
間
で
し
た
。

夫
の
家
事
関
連
時
間
は
、
妻
が

働
い
て
い
て
も
、
そ
う
で
な
く
て

も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

育
児
や
介
護
を
含
む
家
庭
で
の

家
事
は
、
生
活
し
て
い
く
う
え
で

必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
賃

金
や
報
酬
が
伴
わ
な
い
た
め
数
量

的
に
把
握
し
に
く
く
、
そ
の
役
割

が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

普
段
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
た

ら
、
休
日
に
は
ゆ
っ
く
り
体
を
休

ま
せ
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

同
じ
よ
う
に
、
常
日
ご
ろ
家
事
に

追
わ
れ
て
い
た
ら
、
た
ま
に
は
羽

を
の
ば
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

家
事
に
は
平
日
も
休
日
も
あ
り
ま

せ
ん
。
最
近
は
共
働
き
世
帯
も
多

く
、
一
方
が
仕
事
だ
け
で
な
く
家

事
も
担
っ
て
い
て
は
大
き
な
負
担

に
な
り
ま
す
。

休
日
の
「
家
族
サ
ー
ビ
ス
」
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、

徐
々
に
平
日
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に

取
り
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
家

事
は
「
家
庭
の
仕
事
」
で
す
。
家

族
で
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

家
事
は
だ
れ
が
す
る
こ
と
？

西麻植会館祭での発表の様子

家
族
サ
ー
ビ
ス→

家
事
分
担
へ

教育集会所まつりの様子
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１０
月
１
日
か
ら
郵
政
公
社
が
民

営
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
老
齢

福
祉
年
金
の
受
け
取
り
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。
老
齢
福
祉
年
金
は
、

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
預
金
口

座
や
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

の
貯
金
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
郵
便
局
で
「
国
庫
金

送
金
通
知
書
」
を
提
示
す
る
と
、

窓
口
で
現
金
支
給
さ
れ
ま
す
。
１２

月
支
払
期
（
１１
月
に
受
け
取
り
を

希
望
さ
れ
る
方
は
１１
月
が
支
払

期
）
の
受
け
取
り
の
際
に
は
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
年
金
証
書
は
、
受
給
権
者

ご
自
身
で
保
管
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
社
会
保

険
事
務
局
へ
返
送
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

蕁
０
８
８（
６
３
４
）１
１
７
３

国
民
年
金

保
険
料
は
、

全
額
が
社
会

保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

平
成
１９
年
１
月
１
日
か
ら
１０
月

１
日
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
の
額
を
証
明
す
る
控
除
証
明

書
（
は
が
き
）
が
、
１１
月
上
旬
に

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。
１０
月
２
日
以
降
に
控
除
証
明

書
に
記
さ
れ
た
分
以
外
の
保
険
料

を
納
付
す
る
と
、
今
年
分
と
し
て

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控

除
証
明
書
に
記
さ
れ
て
い
る
保
険

料
額
に
、
１０
月
２
日
以
降
に
納
付

し
た
保
険
料
額
を
合
算
し
、
領
収

書
を
提
示
ま
た
は
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０（
０
０
）９
９
１
１

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

国
民
年
金
だ
よ
り

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

は
、
国
民
年
金
保
険
料
の

「
領
収
書
」・「
証
明
書
」の
提

示
ま
た
は
添
付
が
必
要
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
へ

「
ご
み
問
題
は
深
刻
だ
！
」
と

い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、

自
分
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
で
は

何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
、

全
体
を
変
え
て
い
く
の
で
す
。
皆

さ
ん
は
日
常
生
活
の
な
か
で
、
ど

の
く
ら
い
ご
み
問
題
を
意
識
し
て

い
ま
す
か
。

□
買
い
す
ぎ
て

冷
蔵
庫
の
食
物

を
腐
ら
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が

あ
る

□
食
品
の
保
存
に
は
ラ
ッ
プ
を
使

用
す
る
こ
と
が
多
く
、
ふ
た
付
き

の
容
器
を
使
用
し
な
い

□
使
い
捨
て
の
商
品
は
便
利
な
の

で
よ
く
使
用
し
て
い
る

□
家
具
や
家
電
は
、
壊
れ
た
ら
ま

た
買
い
直
せ
ば
い
い
と
思
う

□
買
い
物
で
は
い
つ
も
お
店
か
ら

袋
を
も
ら
っ
て
い
る

日
本
語
に
は
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
も
っ

た
い
な
い
こ
と
を
少
な
く
す
れ

ば
、
捨
て
る
と
い
う
行
為
が
減
り
、

ご
み
の
排
出
量
が
減
り
ま
す
。

し
か
し
「
ご
み
の
分
別
は
面
倒

く
さ
い
」
と
ご
み
を
す
べ
て
同
じ

袋
に
入
れ
て
捨
て
て
い
た
り
、「
洗

う
の
が
面
倒
く
さ
い
」
と
使
い
捨

て
商
品
を
購
入
し
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
に
「
面
倒
く
さ
い
」

が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
こ
の
「
面
倒
く
さ
い
」
を
「
も

っ
た
い
な
い
」
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
、
ご
み
問
題
の
解
決

に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
た
か
が
ご
み
」、「
私
ぐ
ら
い
は
」

と
考
え
る
の
は
や
め
て
、
一
人
ひ

と
り
が
ご
み
を
減
ら
す
気
持
ち
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
今
よ
り
ほ

ん
の
少
し
だ
け
手
間
を
か
け
る
だ

け
で
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
濆
５
６
９
７

□
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
飲
料
水

を
買
う
こ
と

が
多
い

い
く
つ
チ
ェ
ッ
ク
が
つ
き
ま
し

た
か
。
あ
て
は
ま
る
項
目
が
多
い

ほ
ど
、
ご
み
問
題
に
関
心
が
低
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

ご
み
は
捨
て
れ
ば
い
い
も
の
。

そ
う
簡
単
に
言
え
た
時
代
は
も
う

終
わ
り
ま
し
た
。
埋
め
立
て
処
分

場
の
容
量
に
は
限
り
が
あ
り
、
こ

の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
あ
と
十

数
年
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。（
平
成
１４
年
度
環
境
省

資
料
）

さ
ら
に
、
適
切
に
処
理
さ
れ
な

か
っ
た
ご
み
は
、
地
球
環
境
を
破

壊
し
続
け
ま
す
。
処
理
コ
ス
ト
も

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ご
み
は
、

排
出
す
る
人
が
そ
の
責
任
を
負
う

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

ご
み
を
考
え
る
！

あ
な
た
の
ご
み
関
心
度
は
ど
の

く
ら
い
？

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

ご
み
問
題
は
と
て
も
深
刻

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
意
識



９
月
１３
日
、
市
役
所
で
、「
吉

野
川
市
子
育
て
支
援
検
討
市
民
会

議
」
の
報
告
書
が
市
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

吉
野
川
市
子
育
て
支
援
検
討
市

民
会
議
は
、
昨
年
１２
月
に
保
育

所
・
幼
稚
園
の
保
護
者
、
私
立
幼

れ
る
こ
と
な
く
体
調
に
留
意
し
、

老
い
て
は
子
に
従
え
の
こ
と
わ
ざ

を
守
り
、
報
恩
感
謝
の
心
で
余
生

を
過
ご
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
寄
井
座

に
よ
る
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
が
披
露

さ
れ
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

９
月
２９
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
９
月
１
日
ま
で
に

金
婚
（
婚
姻
後
５０
年
）、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
（
婚
姻
後
６０
年
）
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
妻
１
０
９
組
の
う

ち
８３
組
の
ご
夫
妻
が
参
加
し
、
市

か
ら
記
念
品
と
祝
い
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
山
口
興

一
さ
ん
・
峰
子
さ
ん
ご
夫
妻
は

「
本
日
の
こ
の
感
激
は
、
終
生
忘

９
月
２１
日
、
山
川
公
民
館
で
、
吉
野
川
市
地
区
赤
十
字
奉
仕

団
山
川
分
団
主
催
の
「
災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練
な
ら
び
に
救

急
法
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
６５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
日
赤
徳
島
県
支
部
の
方
を
迎
え
て
、
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
や

気
道
異
物
除
去
な
ど
の
一
次
救
命
処
置
や
、
三
角
き
ん
や
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
を
使
っ
た
簡
易
包
帯
の
作
り
方
の
講
習
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
昼
食
時
に
は
、
白
米
と
非
常
用
保
存
食
ア
ル
フ
ァ
米
の

五
目
ご
は
ん
を
炊
き
出
し
、
２
種
類
の
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
、

参
加
者
全
員
で
試
食
し
ま
し
た
。

稚
園
・
認
可
外
保
育
所
、
企
業
、

学
識
経
験
者
等
の
２５
人
で
発
足
し

ま
し
た
。
吉
野
川
市
で
の
総
合
的

な
子
育
て
支
援
の
あ
り
方
を
は
じ

め
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
保
育
所
・
幼
稚
園
相

互
の
交
流
や
、
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
に
対
す
る
さ
ら
な
る
研
修
の

充
実
、
老
朽
化
す
る
施
設
へ
の
対

応
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
民

間
活
力
の
導
入
等
の
総
合
的
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
の
検
討
結
果

報
告
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
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き 

と 
ご 
で 
き 
ご 

と 
で 吉

野
川
市
子
育
て
支
援

検
討
市
民
会
議

川
真
田
市
長
に
「
吉
野
川
市
子
育
て
支

援
検
討
市
民
会
議
」
の
報
告
書
を
提
出

す
る
横
田
会
長

災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練
と
救
急
法
講
座
開
催

三角きんを使った簡易包帯の作り方を学ぶ参加者

アルファ米でのおにぎり作り

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お礼の言葉を述べる山口興一さん・峰子さん
ご夫妻

川真田市長から一組一組に記念品と祝い状
が手渡されました
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
き
ち
ん
と
か
ぶ
っ
て
　
出
発
だ

相
原
　
希
夢
（
上
浦
小
学
校
三
年
）

１０
月
８
日
体
育
の
日
、

鴨
島
公
民
館
で
、
吉
野
川

市
民
体
育
祭
記
念
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
体
育
協
会

功
労
者
表
彰
と
体
育
祭
参

加
競
技
種
目
別
表
彰
が
あ

り
、
個
人
５１
人
と
５８
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
に
引
き
続
き
、
鴨

島
体
育
館
で
、
年
齢
を
問

わ
ず
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
氷
上
の
ス
ポ
ー
ツ
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
を
床
の
上

で
行
う
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
と
、
ゴ
ム
製
の
柔
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
使
用
し
た
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
を
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
約
１
２
０
人
の
参
加
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。

１０
月
１１
日
、
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
ペ
ー
テ
リ
ス
・

バ
イ
バ
ル
ス
駐
日
特
命
全
権
大
使
が
、
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。

バ
イ
バ
ル
ス
大
使
は
、
今
年
４
月
に
ラ
ト
ビ
ア

少
女
合
唱
団
「
レ
ソ
ノ
」
が
吉
野
川
市
を
訪
れ
た

際
、
団
員
約
２０
人
が
市
内
な
ど
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
市
民
と
交
流
し
た
こ
と
に
対
し
「
文
化
交
流

の
礎
が
で
き
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
合
唱
団
「
フ
ラ
ウ
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ォ

カ
ー
ル
」
の
１９
人
が
、
ラ
ト
ビ
ア
の
民
族
衣
装
を

ま
と
い
、
同
国
の
合
唱
曲
２
曲
を
歌
っ
て
、
バ
イ

バ
ル
ス
大
使
の
訪
問
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

吉
野
川
市
民
体
育
祭
記
念
行
事

槇納体育協会会長から記念品を受け取る受賞者

老若男女を問わずカローリングを楽しむ

アタック！

ラ
ト
ビ
ア
駐
日
大
使

市
役
所
を
訪
問

ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
記
念
コ
イ
ン
を
受
け

取
る
川
真
田
市
長

女
性
合
唱
団
に
歓
迎
さ
れ
る
バ
イ
バ

ル
ス
大
使

１０
月
１３
日
、
吉
野
川
市
総
合
ス
ポ
ー

ツ
運
動
場
で
、
第
３
回
吉
野
川
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
体
育
大
会
が
約
３
８
０

人
の
参
加
者
を
得
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

８
種
目
の
競
技
と
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
し
て
き
た
「
徳
島
音
頭
」
な
ど

３
種
類
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
一
生
懸

命
な
姿
と
温
か
い
雰
囲
気
の
内
に
、
時

間
の
た
つ
の
も
忘
れ
、
素
晴
ら
し
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
は
美
郷
チ
ー
ム
、
準
優
勝
は
山

川
チ
ー
ム
と
な
り
、
来
年
度
は
美
郷
で

開
催
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

すがすがしい秋晴れのなか行われた体育大会

一生懸命に競技に取り組む参加者

吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
体
育
大
会
開
催



市
内
の
各
地
区
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

示
さ
れ
、
菊
の
花
が
所
狭
し
と
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

菊
人
形
で
美
し
く
華
や
か
に
彩

ら
れ
た
時
代
絵
巻
や
、
菊
愛
好
家

の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

菊
の
花
を
、
菊
の
香
り
に
包
ま
れ

た
癒
し
の
空
間
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火

山
」
か
ら
、
武
田
晴
信
（
信
玄
）

と
由
布
姫
の
人
形
２
体
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

菊
人
形
・
菊
花
展
実
行
委
員
会

（
吉
野
川
商
工
会
議
所
内
）

蕁
濆
２
２
７
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火

山
」
か
ら
、
武
田
晴
信
（
信
玄
）

と
由ゆ

布う

姫ひ
め

ほ
か
２
体
と
、
川
中
島

の
戦
い
で
対
峙
た
い
じ

す
る
武
田
信
玄
、

上
杉
謙
信
、
山
本
勘
助
の
菊
人
形

３
体
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
戸
隠
山

と
が
く
し
や
ま

の
鬼
女
伝
説
」

の
菊
人
形
２
体
と
、「
子
連
れ
狼
」

の
菊
人
形
２
体
を
、
そ
し
て
弘
法

大
師
空
海
の
「
切
幡
寺
と
空
海
の

場
面
」
の
菊
人
形
２
体
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
各
小
中
学
校
の
作
品

や
、
た
く
さ
ん
の
菊
花
作
品
が
展

と
　
き

１１
月
２３
日
貊
ま
で

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前

〈
入
場
無
料
〉

１０
月
１９
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
第
６７
回
鴨
島
大
菊
人
形
、

第
７５
回
四
国
菊
花
品
評
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
幕
。

１１
月
２３
日
ま
で
、
市
役
所
イ
ベ

ン
ト
広
場
と
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

休
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が

見
物
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

う
ん
て
ん
手
さ
ん
　
け
い
た
い
見
な
い
で
　
ぼ
く
見
て
よ

北
川
　
大
輝
（
牛
島
小
学
校
三
年
）

秋
祭
り

力
強
い
か
け
声
と
と
も
に
、
石
段
を
駆
け
下
り
る

屋
台

駅
前
通
り
を
練
り
歩
く
迫
力
満
点
の

屋
台

菊
人
形
・
菊
花
展
を
開
催
中

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
会
場

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
会
場

市長らによるテープカットではじまりました

開会式には先着50人に菊の切り花がプレゼント
されました

JR鴨島駅前会場

あいさつで鴨島小唄を披露する市長

色鮮やかな菊人形
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

「
も
し
も
し
」
よ
り
　
も
し
も
を
考
え
　
安
全
運
転

钁
田
　
泰
典
（
森
山
小
学
校
三
年
）

平
成
２０
年
度

（
平
成
２０
年
４

月
か
ら
）
保
育

所
入
所
希
望
者

を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

申
込
書
は
１１

月
２６
日
豺
か
ら

子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁
舎
１

階
）、
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山

川
・
美
郷
）、
各
保
育
所
（
園
）

の
窓
口
に
備
え
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

１２
月
３
日
豺
〜
２０
日

貅
／
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時
（
土
・
日
を
除
く
）

受
付
場
所

子
育
て
支
援
課
、
支

所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美

郷
）、
各
保
育
所
（
園
）

提
出
書
類

入
所
申
込
書
、
就
労

証
明
書
な
ど

入
所
資
格

保
育
所
へ
入
所
で
き

る
の
は
、
保
護
者
が
次
の
①
〜
⑦

の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
で
す
。

に
係
る
分
析
調
査

⑤
除
去
工
事
は
③
の
ア
ス
ベ
ス
ト

に
つ
い
て
除
去
を
行
う
も
の

募
集
戸
数

●
調
査
　
　
　
３
件

●
除
去
工
事
　
２
件

申
込
受
付
期
間

１２
月
２８
日
貊
ま

で※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
、
募

集
戸
数
を
満
た
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
。

補
助
金
の
額

次
の
金
額
を
上
限
と
す
る
補
助

対
象
経
費
の
３
分
の
２
の
額

●
調
査
補
助
金
　
６
万
円

●
除
去
補
助
金
　
２
０
０
万
円

申
込
方
法

都
市
計
画
住
宅
課(

市
役
所
２

階)

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
関
係
書
類

を
添
え
て
都
市
計
画
住
宅
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（
申

請
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.y
o
s
h
in
o
g

a
w
a
.lg
.jp
/e
_se
rvic
e
/sin
se
i

/in
d
e
x.a
sp

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
都
市
計
画
住
宅
課
　
建
築
営
繕
係

蕁
澤
２
２
２
５

件
を
満
た
し
た
場
合
、
所
得
税
の

特
別
控
除
や
固
定
資
産
税
（
家
屋
）

の
減
額
措
置
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
住
宅
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
都
市
計
画
住
宅
課
　
建
築
営
繕
係

蕁
澤
２
２
２
５

補
助
対
象

①
調
査
ま
た
は
除
去
工
事
を
行
う

建
築
物
の
所
有
者
等
で
あ
っ
て
、

市
税
の
滞
納
の
な
い
方

②
吉
野
川
市
内
に
あ
り
多
数
の
方

が
利
用
す
る
建
築
物

③
露
出
し
て
い
る
吹
き
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
ま
た
は
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

吹
き
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
に
限
る

④
調
査
は
③
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ

い
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
有
無

対
象
住
宅
と
な
る
木
造
住
宅

次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に

よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅
（
木
質
プ

レ
ハ
ブ
工
法
や
２
×
４
工
法
は
除

く
）

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅

（
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
・
長
屋
、

借
家
を
含
む
）

④
吉
野
川
市
内
に
あ
り
、
現
在
居

住
し
て
い
る
住
宅

申
込
受
付
期
間

１２
月
２８
日
貊
ま

で自
己
負
担
金

●
１
戸
建
て
　
　
３
０
０
０
円

●
２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

６
０
０
０
円

耐
震
改
修
補
助
支
援
事
業
も
同
時

募
集
！

平
成
１６
年
度
か
ら
本
年
度
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
総
合
評
点
が
　
未
満
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
改
修
を
希

望
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い
て
補
助
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
は

耐
震
診
断
と
同
期
間
で
先
着
順
と

し
、
募
集
戸
数
（
１０
戸
）
を
満
た

し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

※
耐
震
改
修
を
行
い
、
一
定
の
要

な
お
、
保
護
者
以
外
の
同
居
の

方
が
児
童
を
保
育
で
き
る
場
合
は

除
か
れ
ま
す
。

①
昼
間
、
居
宅
外
で
働
い
て
い
る

②
居
宅
内
で
内
職
な
ど
日
常
以
外

の
仕
事
を
し
て
い
る

③
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産

し
て
日
が
浅
い
（
産
前
８
週
間
、

産
後
８
週
間
）

④
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

⑤
心
身
に
障
害
が
あ
る

⑥
同
居
の
親
族
を
常
時
看
護
し
て

い
る

⑦
火
災
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に
あ

た
っ
て
い
る

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課
蕁
澪
６
６
１
４

２
０
３
０

年
ご
ろ
ま
で

に
発
生
す
る

確
率
が
約

５０
％
と
予
測

さ
れ
て
い
る

南
海
地
震
の

対
策
と
し
て
、
耐
震
診
断
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

情
報
ひ
ろ
ば 

募
集

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
募
集

０.７

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の

調
査
・
除
去
工
事
に
補
助

金
を
交
付



水
中
運
動
や
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
利
用
し
た
筋
力
ア
ッ
プ

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

水
中
運
動
で
は
体
の
負
担
を
軽

く
し
た
運
動
が
で
き
、
マ
シ
ー
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
体
力
向
上
、

関
節
可
動
運
動
な
ど
、
免
疫
力
の

向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。
介
護
予
防

の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

市
内
に
在
住
す
る
６５
歳

以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
（
介
護
給
付
、
新
予
防

給
付
、
特
定
高
齢
者
施
策
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
し
て
い
な
い

方利
用
期
間

平
成
２０
年
１
月
〜
３

月利
用
料

１
回
２
５
０
円

定
員

水
中
運
動
（
Ａ
コ
ー
ス
）

１０
グ
ル
ー
プ
各
２０
人
／
マ
シ
ー
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
４

グ
ル
ー
プ
各
６
人

※
定
員
を
超
え
て
申
請
が
あ
っ
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

利
用
限
度

各
コ
ー
ス
週
１
回

実
施
場
所

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
２１
（
川
島
町
川
島
１
０

６
―
２
）

認
定
者

②
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
で
は
な
い
が
前
記
①
に
準

じ
る
方

※
申
請
者
全
員
が
認
定
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申

請
後
に
調
査
に
伺
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
障
害
者
控
除
の
適
用
に
は
、
確

定
申
告
（
川
島
税
務
署
等
）、
所

得
申
告
相
談
（
市
役
所
等
）、
ま

た
は
年
末
調
整
時
に
認
定
書
を
提

示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

所
得
や
ほ
か
の
控
除
に
よ
り
、
税

額
に
影
響
が
出
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

申
請
と
認
定
に
つ
い
て

市
介
護
障
害
課

蕁
澪
６
６
１
３

蕁
澪
６
６
２
６

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

市
税
務
課
　
課
税
第
１
係

蕁
澤
２
２
１
５

受
講
期
間

３
か
月
〜
１
年
（
講

座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

受
講
申
込

年
中
受
付

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

蕁
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の
方

が
、「
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害

者
に
準
ず
る
者
」
と
し
て
認
定
を

受
け
る
と
、
所
得
税
や
市
・
県
民

税
で
「
障
害
者
控
除
」
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
平
成
１９
年
分
所
得
税
、

平
成
２０
年
度
市
・
県
民
税
で
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
本
年
１２
月

ま
で
の
認
定
が
必
要
で
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
介
護
障
害
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課

（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）に
１２
月
２０

日
貅
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
認
定
の
申
請
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
６５

歳
以
上
の
方
（
す
で
に
身
体
障
害

者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
除
き
ま
す
）

①
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

徳
島
県
の
各
種
デ
ー
タ
や
お
役

立
ち
情
報
満
載
の
「
徳
島
県
民
手

帳
」
平
成
２０
年
版
を
販
売
し
ま
す
。

販
売
窓
口

秘
書
企
画
課
（
市
役

所
３
階
）
、
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）

定
価

１
冊
５
０
０
円

販
売
期
間

１１
月
２０
日
貂
〜
１２
月

２５
日
貂

問
い
合
わ
せ

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
趣
味
や
資

格
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
通
信

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
丁
寧

な
添
削
で
、
初
め
て
の
方
で
も
安

心
で
す
。

講
座

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
書

道
な
ど
２
０
０
コ
ー
ス
以
上

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
※
申

請
書
等
は
地
域
福
祉
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）
、
支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切

１２
月
１４
日
貊

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課
　
地
域
支
援
係

蕁
澪
６
６
２
７

と
き

１１
月
２８
日
貉
、
１２
月
５
日

貉
※
両
日
と
も
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分

と
こ
ろ

西
麻
植
地
区
公
民
館

対
象

統
合
失
調
症
の
方
の
家
族

定
員

２０
人

参
加
費

無
料
（
資
料
代
３
０
０

円
が
別
途
必
要
で
す
）

申
込
期
限

１１
月
２２
日
貅

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ
り

蕁
澤
０
７
８
０

2007年（平成19年）11月14日

広報よしのがわ13

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ち
ょ
っ
と
見
る
　
き
く
ば
り
一
つ
で
　
事
こ
は
へ
る

松
浦
　
里
穂
（
鴨
島
小
学
校
四
年
）

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
「
パ
ワ
ー
・

デ
イ
」
参
加
者
募
集
！

統
合
失
調
症
家
族
教
室
の

ご
案
内

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
　
受
講
者
募
集

お
知
ら
せ

障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
制
度
に
つ
い
て

県
民
手
帳
の
販
売



平
成
２０
年
度
版
の
「
農
業
日

誌
」、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
」、「
新

農
家
暦
」
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

す
。
商
品
の
引
き
替
え
時
期
や
場

所
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
へ
の
通

知
で
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
期
限

１１
月
２７
日
貂

販
売
価
格

●
農
業
日
誌
　
１
４
０
０
円

都
道
府
県
の
試
験
研
究
機
関
に

お
け
る
最
新
の
農
業
技
術
や
農
作

物
新
品
種
の
紹
介
な
ど
、
明
日
の

農
業
に
役
立
つ
内
容
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

１
４
０
０
円

新
し
い
花
作
り
、
野
菜
作
り
な

ど
の
農
業
情
報
や
、
家
計
簿
、
住

所
録
な
ど
み
ん
な
が
便
利
に
使
え

る
「
家
族
の
一
冊
」
で
す
。

●
新
農
家
暦
　
４
０
０
円

暦
と
し
て
、
農
家
の
実
用
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

使
い
方
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課

蕁
澤
２
２
２
８

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

県
県
民
環
境
部
男
女
参
画
青
少
年
課

蕁
０
８
８（
６
２
１
）２
１
７
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.g
e
n
d
e
r.g
o
.jp
/e

-vaw
/in
d
ex.h

tm
l

１１
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
５
期
）
と
固
定
資
産
税
（
第

３
期
）
の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。納

期
限
　
　
　
１１
月
３０
日
貊

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

蕁
澤
２
２
１
５

１１
月
は
、
介
護
保
険
料
第
３
期

（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
１１
月
３０
日
貊

問
い
合
わ
せ

市
介
護
障
害
課
　
介
護
保
険
係

蕁
澪
６
６
２
６

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８（
６
５
７
）７
１
９
１

○
悪
質
な
取
り
立
て
や
ヤ
ミ
金
融

に
関
す
る
こ
と

徳
島
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０

○
吉
野
川
市
多
重
債
務
相
談
窓
口

（
市
総
務
課
内
）
蕁
澤
２
２
３
１

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課

蕁
澤
２
２
３
１

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
配
偶

者
暴
力
防
止
法
の
一
部
改
正
法
が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

●
改
正
の
主
な
内
容

◇
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

①
生
命
ま
た
は
身
体
に
対
す
る
脅

迫
を
受
け
た
被
害
者
に
係
る
保
護

命
令

②
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命
令

③
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁

止
命
令

物
の
支
払

い

な

ど

で
、
簡
単

に
お
金
を

借
り
ら
れ

る
サ
ラ
金

な
ど
を
利

用
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

借
り
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
が
、

や
む
を
得
な
い
場
合
で
も
、
返
済

可
能
な
範
囲
で
計
画
を
た
て
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
た
り
、

返
済
が
困
難
で
あ
っ
た
り
す
る
場

合
に
は
、
お
近
く
の
相
談
窓
口
へ

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
適
切

な
措
置
を
と
る
こ
と
で
多
重
債
務

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

各
相
談
窓
口

○
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８（
６
２
３
）０
１
１
０

○
多
重
債
務
・
債
務
整
理
な
ど
に

関
す
る
こ
と

徳
島
弁
護
士
会
ク
レ
サ
ラ
法
律
相

談蕁
０
８
８（
６
５
２
）５
７
６
８

法
テ
ラ
ス
徳
島
（
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
）

蕁
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
７
５

人
権
は
、
一
人
ひ
と
り
が
し
あ

わ
せ
に
生
き
る
た
め
に
、
み
ん
な

が
等
し
く
持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
お
互
い
の
人
権
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
は
、
人

権
擁
護
委
員
や
法
務
局
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
相
談
日
程

と
き

１２
月
６
日
貅
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時

と
こ
ろ

飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
美
郷
庁
舎
会
議
室

（
同
時
開
催
）

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

蕁
澤
２
２
２
９

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局

蕁
澪
２
４
０
０

多
重
債
務
と
は
、
債
務
を
返
済

す
る
た
め
に
複
数
の
金
融
機
関
か

ら
借
金
を
繰
り
返
し
、
自
己
の
収

入
や
資
産
で
は
支
払
い
き
れ
な
い

ほ
ど
債
務
が
膨
ら
ん
で
し
ま
う
こ

と
で
す
。

多
重
債
務
に
陥
る
原
因
と
し

て
、
病
気
や
交
通
事
故
、
収
入
減

に
よ
る
生
活
苦
、
無
計
画
な
買
い

2007年（平成19年）11月14日
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交
さ
点
　
き
け
ん
が
ち
ら
ち
ら
　
か
く
れ
ん
ぼ

竹
田
　
日
向
子
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
三
年
）

農
業
日
誌
・
新
農
家
暦
等

の
あ
っ
せ
ん

１２
月
４
日
〜
１０
日
は
人
権

週
間
で
す

多
重
債
務
に
お
困
り
で
は

な
い
で
す
か
？

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が

改
正

１１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
・

固
定
資
産
税
の
納
付
月

１１
月
は
介
護
保
険
料
の

納
付
月



●
身
体
的
虐
待

な
ぐ
る
、
け
る
、
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る
な
ど

●
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性

交
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
食
事
を
与

え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き

ょ
う
だ
い
間
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
の
前
で
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
行
う

な
ど虐

待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重
大

な
権
利
侵
害
で
す
。

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を

第
３
回

排
泄
は
い
せ
つ

の
介
助
・
清
拭

せ
い
し
き

の

仕
方

※
腰
痛
予
防
体
操
や
意
見
交
換
な

ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課
　
地
域
支
援
係
　

蕁
澪
６
６
２
７

不
安
や
体
へ
の
負
担
を
感
じ
な

が
ら
家
族
を
介
護
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
　
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い
る

方
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
た
り
、
気
分

転
換
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

対
象
者

①
現
在
家
庭
で
家
族
を
介
護
さ
れ

て
い
る
方

②
現
在
家
族
を
介
護
し
て
い
な
い

が
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

定
員

１０
〜
３０
人
（
教
室
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

参
加
費

無
料

申
込
方
法

下
記
の
申
込
受
付
場

所
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
期
間

１１
月
２８
日
貉
ま
で

（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

第
１
回

移
乗
・
移
動
の
介
助

第
２
回

寝
具
の
整
え
方
・
食
事

の
介
助

長
年
使
用
し
て
い
る
扇
風
機
な

ど
の
家
電
製
品
は
、
火
災
な
ど
の

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
場

合
は
使
用
を
中
止
し
て
、
販
売
店

や
製
造
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

●
焦
げ
臭
い
に
お
い
が
す
る

●
電
源
コ
ー
ド
に
触
れ
た
り
、
コ

ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
し
た
ら
、

動
か
な
い
こ
と
が
あ
る

●
電
源
コ
ー
ド
の
一
部
や
プ
ラ
グ

が
、
さ
わ
れ
な
く
な
る
ほ
ど
熱
く

な
る

●
電
源
プ
ラ
グ
の
差
し
込
み
部
分

が
変
色
し
て
い
る

●
誤
っ
て
水
を
か
け
た
り
、
内
部

に
ご
み
な
ど
の
異
物
を
入
れ
た
り

し
た
こ
と
が
あ
る

こ
の
ほ
か
、
古
く
な
っ
た
家
電

製
品
に
つ
い
て
は
、
異
常
が
な
い

か
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課

蕁
澤
２
２
３
１

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が

い
た
ら
、
児
童
相
談
所
や
子
ど
も

相
談
室
（
川
島
庁
舎
１
階
）
に
連

絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。
通

告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の

で
す
。
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

連
絡
先

徳
島
県
中
央
児
童
相
談
所

蕁
０
８
８（
６
２
２
）２
２
０
５

市
子
ど
も
相
談
室

蕁
澪
６
６
１
８

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
地
球
環

境
保
護
の
た
め
古
く
な
っ
た
電
話

帳
を
積
極
的
に
回
収
し
て
、
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
っ
て
い
ま

す
。配

達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を
お

届
け
に
伺
い
ま
す
の
で
、
不
要
と

な
っ
た
電
話
帳
が
あ
れ
ば
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

配
達
日
に
不
在
の
場
合
は
、
後

日
回
収
に
伺
い
ま
す
。
都
合
の
よ

い
日
時
を
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

蕁
０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９
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遠
く
て
も
　
渡
る
所
は
　
横
断
歩
道
　

福
本
　
耕
平
（
西
麻
植
小
学
校
四
年
）

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

児
童
虐
待
と
は

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

回
収
し
ま
す
！
　
古
い

電
話
帳

長
年
ご
使
用
の
家
電
製
品

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

開
催
し
ま
す
！

「
家
族
介
護
教
室
」

知
識
を
深
め
　
技
術
を
学
び

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！

教
室
の
主
な
内
容

家族介護教室開催場所・申込受付場所 

※申込受付場所と開催場所が異なっているところがありますのでご注意ください。 

申込受付場所 

デイセンターアルル（鴨島町内
原46-3  蕁濆3888） 

12月  8日貍 1月10日貅 2月14日貅 

12月  2日豸 1月20日豸 2月17日豸 

12月12日貉 1月16日貉 2月13日貉 

健祥会デイサービスセンター（川
島町钁村368番地1  蕁澪2262） 

譖吉野川市社会福祉協議会通所介護
事業所（美郷字毛無92番地6  蕁潴2714） 

開 催 場 所 
開 催 日 程 

第1回 第2回 第3回 

デイセンターアルル 

健祥会インディペンデント21（川
島町川島106番地2  蕁濟3010） 

譖吉野川市社会福祉協議会
通所介護事業所 



１１
月
１
日
に
、
「
高
松
国
税

局
・
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開

設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
税
務
相

談
室
（
徳
島
分
室
）
を
「
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

税
務
署
の
代
表
電
話
番
号
に
お

か
け
い
た
だ
け
れ
ば
、
自
動
音
声

案
内
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
一

般
的
な
相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
へ
、
税
務
署
へ
の
個
別
用

件
は
「
税
務
署
」
へ
つ
な
が
り
ま

す
。電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
電
話
に
よ
る
相
談
」
の
み
を
行

い
、「
面
接
相
談
」
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、「
面
接
相
談
」
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
務
署
で
の
面
接
相
談

で
印
鑑
証
明
書
に
代
わ
る
も
の
と

い
え
ま
す
。

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
の
際
に

は
、
事
前
に
電
子
証
明
書
の
取
得

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
電
子
証
明

書
の
具
体
的
な
取
得
方
法
と
費
用

は
、
市
民
生
活
課
（
市
役
所
１
階

蕁
澤
２
２
１
０
）
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

◆
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
（
祝
日
等
を
除
く
）

申
告
・
納
税
の
デ
ー
タ
の
送
信

は
右
記
の
時
間
に
限
り
ま
す
が
、

作
成
は
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
等
を

利
用
し
て
、
い
つ
で
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
最
新
情
報
や
ご

利
用
に
当
た
っ
て
の
手
続
き
等
に

つ
い
て
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
川

島
税
務
署
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
税

務
署
な
ど
に
何
度
も
出
か
け
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
源
泉

所
得
税
の
毎
月
納
付
や
消
費
税
の

毎
月
申
告
な
ど
、
利
用
回
数
の
多

い
手
続
き
に
は
便
利
で
す
。
各
種

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、

酒
税
お
よ
び
印
紙
税
の
申
告

②
全
税
目
の
納
税

③
申
請
・
届
出
な
ど

●
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１

開
始
届
出
書
を
所
轄
の
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

●
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２

所
轄
の
税
務
署
か
ら
利
用
者
識

別
番
号
等
の
通
知
書
と
ｅ
―

Ｔ
ａ

ｘ
ソ
フ
ト
の
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
送

り
ま
す
。

●
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
、
暗
証
番
号
の
変
更
お
よ

び
電
子
証
明
書
等
の
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

電
子
証
明
書
と
は
、
書
面
取
引

収
義
務
者
の
皆
さ
ん
へ
直
接
郵
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
説
明
会
の
案
内
は
が
き
は
お
送

り
し
ま
せ
ん

説
明
会
の
ご
案
内
（
と
き
・
と

こ
ろ
）
は
、
事
前
に
郵
送
す
る
年

末
調
整
関
係
用
紙
の
封
筒
の
裏
面

に
印
刷
し
て
い
ま
す
。

●
説
明
会
に
は
事
前
に
送
っ
た
用

紙
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

説
明
会
で
は
年
末
調
整
関
係
用

紙
に
し
た
が
っ
て
説
明
し
ま
す
の

で
、
ご
来
場
の
際
に
は
事
前
に
お

送
り
し
た
関
係
用
紙
を
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）
は
、
国
税
に
関

す
る
各
種
手
続
き
が
自
宅
や
オ
フ

ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

は
、「
実
名
・
予
約
制
（
個
別
相

談
）」
の
み
ご
利
用
で
き
ま
す
。

●
実
名
・
予
約
制
と
は

内
容
が
申
告
ま
た
は
納
税
に
直

結
し
て
お
り
、
複
雑
で
、
書
類
等

に
よ
り
事
実
関
係
の
確
認
が
必
要

な
個
別
相
談
に
つ
い
て
は
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
の
住
所
・
氏
名
等
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
上
で
、
事
前
に

電
話
予
約
し
て
い
た
だ
き
、
面
接

に
よ
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

●
年
末
調
整
関
係
用
紙
は
直
接

郵
送年

末
調
整
関
係
用
紙
（
扶
養
控

除
等
申
請
書
な
ど
）
は
、
源
泉
徴
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あ
ぶ
な
い
よ
　
ノ
ー
ヘ
ル
　
と
び
だ
し
　
二
人
の
り

笠
井
　
悠
矢
（
知
恵
島
小
学
校
三
年
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
開
設

年
末
調
整
説
明
会

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

電
子
証
明
書
と
は

《年末調整説明会日程》 

日　時 開催場所 

川
島
合
同
庁
舎 
大
会
議
室 

鴨島町の法人事業者、
山川町の個人事業者 

11月27日貂 
10：00～11：30

11月27日貂 
14：00～15：30

11月28日貉 
10：00～11：30

11月28日貉 
14：00～15：30

鴨島町の個人事業者、
山川町の法人事業者 

美郷の全事業者 

川島町の全事業者 

対象徴収義務者 

申告も納税もパソコンで
オンラインでらくらく
e-Tax（イータックス）

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
時
間

問
い
合
わ
せ

川
島
税
務
署
　
総
務
課

蕁
澪
２
２
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp



◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
ま
た
は
会
社
な
ど
の
役

員
の
方
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た

り
、
退
職
さ
れ
た
り
し
た
場
合
に
、

生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図

る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
て
お
く
、
国
が
つ
く
っ
た
共

済
制
度
で
す
。
掛
け
金
は
全
額
所

得
控
除
と
し
て
認
め
ら
れ
、
受
け

取
る
共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
ま

た
は
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
扱

い
に
な
り
ま
す
。

◆
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取

り
引
き
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て

し
ま
っ
た
と
き
に
、
資
金
を
借
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積

み
立
て
掛
け
金
の
１０
倍
の
範
囲
内

（
最
高
３
２
０
０
万
円
）
で
被
害

額
相
当
の
共
済
金
を
借
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
月
の
掛
け

金
も
、
税
法
上
必
要
経
費
ま
た
は

損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

を
試
み
、
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
労

働
審
判
を
行
う
と
い
う
手
続
き
で

す
。制

度
を
利
用
す
る
と
き
は
、
必

要
に
応
じ
て
弁
護
士
に
相
談
す
る

と
、
早
期
に
的
確
な
主
張
・
立
証

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

蕁
０
８
８（
６
５
２
）３
１
４
１

「
犯
罪
被
害
給
付
制
度
」
は
、

通
り
魔
事
件
な
ど
の
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
、
重
傷
を
負
っ
た
り
傷
害

が
残
っ
た
り
し
た
方
や
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
対
し
、
国

が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
対
策
室

蕁
０
８
８（
６
２
２
）３
１
０
１

内
線
２
６
６
１
・
２
６
６
２

設
備
の
整
合
性
の
と
れ
た
設
計
図

書
に
よ
り
確
認
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②
設
計
図
書
の
作
成
や
確
認
申
請

の
手
続
き
に
必
要
な
期
間
を
考
慮

し
て
、
で
き
る
だ
け
余
裕
の
あ
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
て
く
だ

さ
い
。

③
設
計
内
容
の
変
更
を
検
討
す
る

場
合
は
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

へ
の
影
響
に
つ
い
て
十
分
に
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
県
土
整
備
部
　
建
築
開
発
指
導
課

蕁
０
８
８（
６
２
１
）２
５
９
５

労
働
審
判
制
度
は
、
個
々
の
労

働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
生
じ
た

労
働
関
係
に
関
す
る
紛
争
を
、
労

働
審
判
委
員
会
が
原
則
と
し
て
３

回
以
内
の
期
日
で
審
理
し
、
調
停

は
、
建
築
主
の
皆
さ
ん
の
理
解
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

●
建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
の

概
要

①
構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の

導
入高

度
な
構
造
計
算
を
行
う
建
築

物
（
一
般
的
に
は
一
定
の
高
さ
以

上
の
建
築
物
が
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
比
較
的
小
規
模
な
建
築
物
で

も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）
は
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
構

造
審
査
（
ピ
ア
チ
ェ
ッ
ク
）
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

②
審
査
期
間
の
延
長

構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の

導
入
に
伴
い
、
建
築
確
認
の
審
査

期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

③
指
針
に
基
づ
く
厳
格
な
審
査
の

実
施設

計
者
の
チ
ェ
ッ
ク
が
不
十
分

な
設
計
図
書
で
あ
っ
て
も
、
審
査

段
階
で
の
補
正
が
幅
広
く
認
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
軽
微
な
不
備

を
除
き
、
設
計
図
書
の
法
令
に
適

合
し
な
い
個
所
や
不
整
合
な
個
所

が
あ
る
場
合
に
は
、
再
申
請
を
求

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
建
築
主
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

①
設
計
条
件
や
要
求
事
項
に
つ
い

て
、
設
計
者
と
事
前
に
綿
密
に
打

ち
合
せ
を
行
い
、
意
匠
・
構
造
・

※
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ

と
加
入
申
し
込
み
は
、
商
工
会
、

商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
の
本
支

店
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政

法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

〒
１
０
５
│
８
４
５
３

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３
―
５
―
１

虎
ノ
門
３７
森
ビ
ル

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
　
経
営
安
定
再
生
部
　
共

済
普
及
課

蕁
０
３（
５
４
７
０
）１
５
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sm
rj.g
o
.jp
/kyo

sai/in
d
ex.h

tm
l

建
築
確
認
・
検
査
は
、
建
築
物

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要

な
手
続
き
で
す
。
こ
れ
ら
の
手
続

き
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
命
を
守
る
　
ガ
ー
ド
マ
ン

村
松
　
由
宇
（
川
島
小
学
校
四
年
）

ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

小
規
模
企
業
共
済
制
度
・
経

営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

の
ご
案
内

建
築
確
認
・
検
査
の
手
続
き

が
変
わ
り
ま
し
た

労
働
審
判
制
度
に
つ
い
て

犯
罪
被
害
給
付
制
度



こ
の
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
る
店

は
「
標
準
営
業
約
款
登
録
店
」
と

い
い
、
国
が
認
め
る
一
定
の
基
準

に
よ
っ
て
営
業
し
て
い
て
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
が
は
っ
き
り
と
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
対

し
て
も
損
害
賠
償
を
義
務
付
け
る

な
ど
「
信
頼
の
で
き
る
店
」
と
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
Ｓ
マ
ー
ク
は
現
在
、ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
、理
容
業
、
美
容
業
、

め
ん
類
飲
食
店
営
業
、
一
般
飲
食

店
営
業
の
５
業
種
に
つ
い
て
設
定

し
て
い
ま
す
。

登
録
の
お
知
ら
せ

新
規
に
加
入
登
録
手
続
き
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
所
属
す
る
生
活

衛
生
同
業
組
合
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
登
録
は
年
２
回
と
な
っ

テ
ー
マ

「
ト
ラ
イ
し
て
み
よ

う
！
　
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
の

リ
フ
ォ
ー
ム
」

講
演

「
リ
フ
ォ
ー
ム
と
耐
震
改

修
・
予
備
知
識
」

演
習

「
我
が
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

計
画
」

講
師

建
築
士
会
建
築
士

問
い
合
わ
せ

県
住
宅
課

蕁
０
８
８（
６
２
１
）２
５
９
３

出
演
者

鴨
島
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
、
マ
ー
キ
ー
・
ジ
ョ
ボ
ラ
（
リ

ジ
ュ
リ
ド
ゥ
演
奏
者
）、
め
ぐ
み

幼
稚
園
鼓
笛
隊

と
き

１１
月
２５
日
豸
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗

に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
c
h
ic
o
n
/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

蕁
濆
３
７
２
５（
鎌
田
）

ッ
ク
奏
法
で
奏
で
ま
す
。

今
回
の
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
市
内
小
学
生
合
唱
団
と
と
も

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
名
曲
を
演
奏

し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

宮
脇
書
店
鴨

島
店
・
小
山
助
学
館
本
店
・
黒
崎

楽
器
・
生
涯
学
習
課
・
文
化
研
修

セ
ン
タ
ー
・
鴨
島
公
民
館

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５

木
造
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考

え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と
き

平
成
２０
年
２
月
９
日
貍

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ

徳
島
市
ふ
れ
あ
い
健
康

館
第
２
会
議
室

定
員

４０
人
（
先
着
順
）

と
き

１２
月
１５
日
貍

開
場
　
午
後
６
時

開
演
　
午
後
６
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

入
場
料

一
般
３
０
０
０
円
、
小

学
生
以
上
高
校
生
以
下
２
０
０
０

円
、
親
子
ペ
ア
４
５
０
０
円
（
当

日
は
５
０
０
円
増
）

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

チ
ェ
コ
の
優
れ
た
音
楽
家
た
ち

の
才
能
を
結
集
し
、
１
９
８
２
年

に
結
成
さ
れ
た
正
統
派
バ
ロ
ッ

ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
チ
ェ
コ
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を
は

じ
め
と
す
る
チ
ェ
コ
の
代
表
的
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
で
メ
ン
バ
ー
構
成
さ

れ
、
表
現
力
豊
か
な
現
代
楽
器
を

用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
楽
曲
を
バ
ロ

て
い
ま
す
。

登
録
店
の
方
に
は
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
（
生
活
衛
生
融
資
）
の

特
別
低
い
利
率
が
適
用
さ
れ
る
運

転
資
金
（
経
営
安
定
の
た
め
な
ど
）

の
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
等
は
、
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
　
徳
島
県
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８（
６
２
３
）７
４
０
０

と
き

１１
月
２６
日
豺

開
場
　
午
後
１
時

開
演
　
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師

叶
れ
い
子
さ
ん

演
題

通
天
閣
か
ら
愛
を
込
め
て

〜
命
の
尊
さ
と
小
さ
な
幸
せ
を
感

じ
ら
れ
る
心
〜

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

自
分
で
守
ろ
う
　
自
分
の
命
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
交
通
ル
ー
ル

井
上
　
貴
裕
（
学
島
小
学
校
四
年
）

ご
存
じ
で
す
か
？

Ｓ
マ
ー
ク

１１
月
は
、「
平
成
１９
年
度
標
準

営
業
約
款
普
及
登
録
促
進
月

間
」
で
す

標準営業約款
（Ｓマーク）

催
し

吉
野
川
市
生
涯
学
習
講
座

合
同
人
権
講
演
会

吉
野
川
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

プラハ・バロック合奏団

共演する市内小学生合唱団

木
造
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

講
習
会

第
１
０
０
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

ま
ち
か
ど
美
術
館

『
プ
ラ
ハ
・
バ
ロ
ッ
ク
合
奏
団
』

with
吉
野
川
市
内
小
学
生
合
唱
団



対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

１１
月
１９
日
豺
、
１２
月
３
日

豺
・
１７
日
豺

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

１１
月
１４
日
貉
、
１２
月
１２
日

貉午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

蕁
濆
２
１
６
６

と
き

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
１
階
ロ
ビ

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
で
作
ら
れ

た
ピ
ア
ノ
の
作
品
を
中
心
に
演
奏

会
を
行
い
ま
す
。

と
き

１２
月
１５
日
貍
午
後
２
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

演
奏
者

山
本
貴
子
さ
ん

入
場
料

無
料

と
き

１２
月
２２
日
貍
午
後
１
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
室

参
加
費

無
料

と
き

１２
月
２３
日
豸
、
１
月
２７
日

豸
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

蕁
瀚
６
６
１
１

と
い
う
思
い
込
み
を
な
く
す
催
し

で
す
。
能
の
謡
（
う
た
い
）
や
太

鼓
な
ど
を
専
門
家
が
指
導
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
①
１２
月
１４
日
貊
午
後
６
時
〜

８
時
②
１２
月
１５
日
貍
午
前
１０
時
〜

正
午

（
体
験
発
表
と
鑑
賞
会
）

③
１２
月
１５
日
貍
午
後
２
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
和

室対
象
者

小
学
生
以
上

参
加
費

無
料
（
足
袋
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

プ
ロ
の
能
楽
師
の
お
は
や
し
と

仕
舞
を
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

１２
月
１５
日
貍
午
後
２
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

定
員

２
０
０
人

参
加
費

無
料
（
た
だ
し
鑑
賞
券

が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー蕁

澤
０
０
１
５

と
き

平
成
２０
年
１
月
２０
日
豸

開
場
　
午
後
１
時

開
演
　
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

出
演

宮
川
大
助
・
花
子
、
平
和

ラ
ッ
パ
・
梅
乃
ハ
ッ
パ
、
横
木
ジ

ョ
ー
ジ
・
レ
ミ
、
矢
野
・
兵
動
、

川
上
じ
ゅ
ん

入
場
料

一
般
２
０
０
０
円
、
小

学
生
以
上
高
校
生
以
下
１
０
０
０

円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
は
鴨
島
・
川
島
・
山

川
の
各
公
民
館
、
文
化
研
修
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
キ
ヨ
ス
ク
売

店
、
宮
脇
書
店
鴨
島
店
、
サ
ン
ク

ス
土
成
店
な
ど
で
販
売
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
│
０
０
１
１

吉
野
川
市

鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sm
ile
tru
st.c
o
m

/co
m
m
u
n
ity/

お
能
っ
て
な
あ
に

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る「
能
」。

今
回
は
「
能
っ
て
む
ず
か
し
い
」

ー
ミ
ニ
展
示
場

※
１２
月
２
日
豸
ま
で
開
催
し
ま

す
。（
火
曜
日
を
除
く
）
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き

１１
月
２８
日
貉
午
後
１
時
１０

分
〜
３
時
１０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

と
き

１２
月
７
日
貊
午
後
１
時
３０

分と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

参
加
費

無
料

と
き

１２
月
８
日
貍
午
前
１１
時
〜

午
後
３
時
、
９
日
豸
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

入
場
料

無
料
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語
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と
び
出
す
な
　
車
の
後
か
ら
　
ま
た
車

石
川
　
明
日
香
（
山
瀬
小
学
校
三
年
）

相
談

巡
回
職
業
相
談

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

エ
ア
ブ
ラ
シ
ア
ー
ト
展

開
催
中

吉
野
川
市
小
学
校

音
楽
発
表
会

県
立
川
島
高
校
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

掃
除
機
の
上
手
な
使
い
方

宝
く
じ
文
化
公
演

よ
し
も
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

能
楽
体
験
教
室

能
楽
鑑
賞
会

音
楽
を
楽
し
む

た
こ
づ
く
り
教
室

阿
波
の
民
話
を
演
じ
る

発
表
会
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通
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ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
自
分
の
た
め
に
　
か
ぶ
ろ
う
ね

津
村
　
香
菜
（
川
田
小
学
校
三
年
）

　運動を通して自分の生活が変わったこと、運
動を継続することで健康につながっていくこと
などいろいろな意見が出ました。 
　また徳島大学大学開放実践センター教授田中
俊夫さんより、自分の生活にあわせて運動を取
り入れるポイントについて助言をいただきました。 

投票数の多かったワンショット写真を、各庁舎
などで展示しますのでご覧ください。 
○市役所　　 
○山川庁舎          
○美郷ふるさとセンター 
○川島庁舎　 

錦札賞（88カ所達成者）93人 
金札賞（66カ所達成者）13人 
銀札賞（44カ所達成者）17人 

 
 
11月21日貉～29日貅 
12月  3日豺～  7日貊   
12月11日貂～14日貊 
12月17日豺～21日貊 

親子の笑顔があふれてほほえ
ましい時間でした 

ヘルスメイトによる健康づく
りの作品展示・活動紹介 

アトリエひまわりによる手作
りの作品販売 

吉野川市健康フォーラム 吉野川市健康フォーラム 
みんなでつくる健康よしのがわ21

住民フォーラム ワンショットウオーキング写真 

ベビーマッサージコーナー ヘルスメイトコーナー バザーコーナー 

　10月14日、アメニティセンターで吉野川市健康フォーラムを開催しました。当日は「みんなでつくる健
康よしのがわ21」をスローガンに地図上で歩く四国霊場88カ所＆ワンショットウオーキング達成者の表彰
式（受賞者123人）をはじめ、ウオーキングに参加された方の体験発表や自主グループの発表がありました。
また、ヘルスメイト活動の紹介や作業所の展示販売、乳児を対象としたベビーマッサージを実施しました。 

問い合わせ　市健康推進課蕁澪6615

心
を
癒
や
さ
れ
た 

　
　
　
人
気
投
票
第
１
位 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

寺
　
井  

　
榮 

様
（
鴨
島
） 

表彰者数 蜻自主活動グループによる
活動紹介 

▲ 
地図上で歩く四国霊場88カ
所参加者による体験発表 
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語
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赤
信
号
　
き
け
ん
を
知
ら
す
　
合
図
だ
よ

山
崎
　
望
（
川
田
中
小
学
校
四
年
）

11月・12月の健康づくり教室（40歳以上65歳未満の方対象） 

11月・12月の介護予防教室（65歳以上の方対象） 

●問い合わせ　市健康推進課　蕁澪6615 

●問い合わせ　市地域福祉課　蕁澪6627 

１1

 

月

 

１1

 

月

 

１２

 

月

 

１２

 

月

 

健
康
相
談
 

日 

15 

20 

21 

30

曜日 

木 

火 

水 

金 

地区 

鴨 島  

山 川  

美 郷  

美 郷  

場　　　所 

森山地区公民館 

西川田福祉センター 

中枝老人憩の家 

東山老人憩の家 

内　　　容 

栄 養 教 室

体 脂 肪 率 測 定  

 

栄 養 教 室

時　間 

10：00～11：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00

健
康
相
談
 

日 

11 

13 

17 

21

曜日 

火 

木 

月 

金 

日 

14 

15 

16 

21
 

 

26 

27 

28 

29 

30

曜日 

水 

木 

金 

水
 

 

月 

火 

水 

木 

金 

地区 

鴨 島  

山 川  

鴨 島  

鴨 島  

場　　　所 

多津美公会堂 

中部農業構造改善センター 

上浦地区公民館 

西麻植会館 

場　　　所 

川島公民館近久分館 

こだま会館 

東部集落センター 

中古井広域集落センター 

川島公民館朝日ヶ丘分館 

知恵島老人憩の家 

三山老人憩の家 

川島公民館敷地分館 

川島公民館岡山分館 

鍛冶屋敷公会堂 

内　　　容 

体 脂 肪 率 測 定  

栄 養 教 室

栄 養 教 室

栄 養 教 室

時　間 

10：00～11：00 

9：30～11：00 

13：30～14：30 

10：00～11：00

時　間 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

10：00～11：00 

13：30～14：30 

9：30～11：00 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

地区 

川 島  

川 島  

美 郷  

美 郷  

川 島  

鴨 島  

美 郷  

川 島  

川 島  

川 島  

内　　　容 

栄 養 改 善 講 座  

 

介 護 予 防 体 操  

介 護 予 防 体 操  

口 腔（ こうくう）ケア  

 

栄 養 改 善 講 座  

介 護 予 防 体 操  

栄 養 改 善 講 座  

介 護 予 防 体 操  

日 

3 

4
 

 

5
 

 

6 

7
 

 

10 

11
 

 

12 

14

曜日 

月 

火
 

 

水
 

 

木 

金
 

 

月 

火
 

 

水 

金 

場　　　所 

南町集会所 

川島公民館神後分館 

川島公民館 

中部農業構造改善センター 

瀬詰老人会館 

川島公民館久保田分館 

東児島老人憩の家 

桁山集落センター 

立石公会堂 

川島公民館学西分館 

牛島集会所 

川島公民館近久分館 

三ツ島西公会堂 

時　間 

9：30～11：00 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～11：00 

13：30～15：00 

9：30～10：30 

9：00～10：00 

13：30～14：30 

13：30～14：30 

9：00～10：00 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

地区 

山 川  

川 島  

川 島  

山 川  

山 川  

川 島  

川 島  

美 郷  

川 島  

川 島  

鴨 島  

川 島  

川 島  

内　　　容 

栄 養 改 善 講 座  

 

 

 

 

 

 

 

 

介 護 予 防 体 操  

 

 

介 護 予 防 体 操  



★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
１１
、
１２
月
の
休
室
日

木
曜
日

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
i

n
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilisw

in
g
/w
e
/

o
p
ac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
１１
月
１６
日
貊
、
１２

月
７
日
貊
・
１４
日
貊
・
２１
日
貊
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語
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ス
ピ
ー
ド
を
　
ゆ
る
め
る
気
持
ち
が
　
事
こ
ふ
せ
ぐ

細
川
　
七
海
（
川
田
西
小
学
校
三
年
）

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１１
、
１２
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
１１
月
３０
日
貊
、１２
月
２８
日
貊
）、

年
末
年
始

◆
映
画
会

１１
月
１７
日
貍
、
１２
月
１
日
貍
・

１５
日
貍
の
午
後
２
時
か
ら
（
約
２

時
間
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

吉
野
川
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

１２
月
８
日
貍
午
後
２
時
〜

３
時

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
１２
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１１
、
１２
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
・
特
別
資
料
整
理
日
（
１１
月
２０

日
貂
〜
３０
日
貊
、
１２
月
２８
日
貊
）、

年
末
年
始

◆『
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
』

と
き

１２
月
１５
日
貍
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

図
書
室
２
階

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１１
、
１２
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

川
島
図
書
館
蕁
澪
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）

蕁
濆
５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
潴
２
８
１
１

山
川
図
書
館
蕁
瀚
５
２
２
２

図
書
だ
よ
り

話
題
の
う
た
が
絵
本
に
！

『
お
し
り
か
じ
り
虫
』

お
笑
い
コ
ン
ビ
麒
麟
・
田
村
裕
著

『
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
』

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
城
山
三
郎
が
娘
に
語
っ
た
戦

争
』

井
上
紀
子
著

『
オ
ト
ナ
の
片
思
い
』

石
田
衣
良
ほ
か
著

『
ソ
ロ
モ
ン
の
犬
』

道
尾
秀
介
著

『
退
職
刑
事
』

永
瀬
隼
介
著

『
沈
底
魚
』

曽
根
圭
介
著

『
エ
ス
ピ
オ
ナ
ー
ジ
』

麻
生
幾
著

『
幻
夢
』

藤
沢
周
著

『
奇
跡
の
ご
は
ん
』

宮
成
な
み
著

『
あ
な
た
の
呼
吸
が
止
ま
る
ま

で
』

島
本
理
生
著

『
狸
穴
あ
い
あ
い
坂
』諸

田
玲
子
著

『
ビ
タ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
』

雫
井
脩
介
著

『
片
耳
う
さ
ぎ
』

大
崎
梢
著

『
匿
わ
れ
て
い
る
深
い
夢
』

岩
井
志
麻
子
著

『
永
遠
と
か
純
愛
と
か
絶
対
と

か
』

岩
井
志
麻
子
著

『「
叱
ら
な
い
」
子
育
て
』

高
江
幸
恵
著

『
社
会
保
険
こ
れ
で
ス
ッ
キ
リ
わ

か
る
！
』

井
戸
美
枝
著

『
安
全
な
食
品
の
選
び
方
が
わ
か

る
本
』

阿
部
絢
子
著

『
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン
編
集
部

『
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ベ
ス
ト

ガ
イ
ド
』

講
談
社

◆
児
童
書
・
絵
本

『（
紙
芝
居
）
ず
っ
と
い
っ
し
ょ

だ
よ
』

鈴
木
幸
枝
著

『（
紙
芝
居
）
け
ん
か
の
あ
と
の

ご
め
ん
な
さ
い
』

森
山
京
著

『
は
れ
と
き
ど
き
ア
ハ
ハ
』

矢
玉
四
郎
著

『
た
び
は
み
ち
づ
れ
』五

味
太
郎
著

『
ま
め
う
し
の
び
っ
く
り
な
あ

き
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
著

『
ぐ
ん
ぐ
ん
強
く
な
る
！
陸
上
競

技
』

尾
懸
貢
著

『
シ
ン
デ
レ
ラ
魔
女
と
白
雪
魔

女
』

藤
真
知
子
著



き
を
つ
け
ろ
　
や
さ
し
い
こ
と
ば
　
け
い
た
い
メ
ー
ル

上
浦
小
学
校
　
　
１
年
　
あ
も
う
　
は
な
え

き
み
が
え
が
お
　
ぼ
く
も
え
が
お
　
み
ん
な
も
え
が
お

上
浦
小
学
校
　
　
１
年
　
松
し
ま
　
せ
い
や

あ
い
さ
つ
は
　
え
が
お
に
か
え
る
　
ま
ほ
う
だ
よ

上
浦
小
学
校
　
　
１
年
　
か
ま
だ
　
れ
ん
や

お
か
あ
さ
ん
　
わ
た
し
を
い
つ
も
　
み
て
い
て
ね

牛
島
小
学
校
　
　
１
年
　
　
　
三
木
　
雪
乃

テ
レ
ビ
け
し
、
か
ぞ
く
で
か
こ
む
　
ゆ
う
ご
は
ん

牛
島
小
学
校
　
　
１
年
　
　
　
藤
中
　
達
也

ば
ん
ご
は
ん
　
か
ぞ
く
み
ん
な
で

「
い
た
だ
き
ま
す
」

牛
島
小
学
校
　
　
１
年
　
　
　
須
恵
　
聖
奈

だ
き
し
め
て
　
ぬ
く
も
り
か
ん
じ
る
　
た
い
せ
つ
さ

牛
島
小
学
校
　
　
１
年
　
　
　
笠
井
　
雄
大

マ
マ
あ
の
ね
　
何
で
も
話
せ
る
　
家
族
の
わ

森
山
小
学
校
　
　
１
年
　
　
　
田
村
　
未
来

き
ょ
う
も
ま
た
　
心
の
え
が
お
で
　
い
っ
て
き
ま
す

森
山
小
学
校
　
　
１
年
　
　
　
工
藤
　
彩
花

見
つ
け
て
ね
　
ぼ
く
の
わ
た
し
の
　
ち
ょ
っ
と
の
変
化

森
山
小
学
校
　
　
１
年
　
　
　
廣
島
　
百
花

あ
ぶ
な
い
と
き
は
　
お
お
ご
え
と
　
ぼ
う
は
ん
ぶ
ざ
あ

知
恵
島
小
学
校
　
１
年
　
　
　
石
川
　
拓
朗

え
が
お
あ
る
　
あ
か
る
い
か
て
い
に
　
ひ
こ
う
な
し

知
恵
島
小
学
校
　
１
年
　
　
　
谷
　
　
章
太

し
ょ
く
た
く
を
　
み
ん
な
で
か
こ
ん
で
　
な
や
み
ゼ
ロ

知
恵
島
小
学
校
　
１
年
　
　
　
南
里
　
絋
輝

あ
ぶ
な
い
よ
　
し
ら
な
い
く
る
ま
に
　
の
ら
な
い
で

川
田
中
小
学
校
　
１
年
　
う
め
ひ
さ
　
ゆ
い

ま
も
ろ
う
ね
　
し
ら
な
い
ひ
と
に
　
つ
い
て
い
か
な
い
よ

川
田
中
小
学
校
　
１
年
　
お
お
い
わ
　
き
り

夏
休
み
中
の
課
題
と
し
て
、
非
行
防
止
の
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
を
多
数
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
４
月
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
小
学

校
１
年
生
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
１１
月
１６
日
〜
１８
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
吉
野
川
市
文

化
祭
（
川
島
体
育
館
）
で
、
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
展
示

し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー
　
蕁
澪
６
６
２
０
蕭
澪
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu
.o
r.jp
/iku
seicenter/
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

交
通
ル
ー
ル
　
き
ち
ん
と
守
っ
て
　
笑
顔
あ
り

花
平
　
心
吾
（
種
野
小
学
校
三
年
）

青
少
年
育
成
補
導

き
く
た
ろ
う
の
一
生

上
浦
小
学
校
　
池
本
　
圭
輝
　

ぼ
く
　
き
く
た
ろ
う

さ
し
め
で
す

大
き
く
な
り
ま
し
た

ね
も
で
ま
し
た

ぼ
く
　
き
く
た
ろ
う

５
ご
う
ば
ち
に
な
り
ま
し
た

「
や
っ
た
」

ぼ
く
　
き
く
た
ろ
う

７
ご
う
ば
ち
に
な
り
ま
し
た

め
が
で
ま
し
た

め
を
つ
ま
れ
ま
し
た

「
い
た
い
」

つ
ぼ
み
が
で
き
ま
し
た

ぼ
く
　
き
く
た
ろ
う

花
が
さ
き
ま
し
た

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
２
号
よ
り
）

標
　
語

※
累
計
は
1
月
か
ら
の
も
の 平成19年10月１日現在 

住民基本台帳（前月比） 

計 
男 
女 
世帯数 

※65歳以上 
　　計 12,825人　男 5,245人　女 7,580人 

46,162 
21,959 
24,203 
17,078

（－32） 
（－12） 
（－20） 
（－  1） 

人 
人 
人 
世帯 

（＋  7） 
（＋  3） 
（＋  4） 
（＋  5） 

351 
67 
284 
324

人 
人 
人 
世帯 

外国人登録（前月比） 

市民のうごき 
〈 人 権 相 談 〉 

山川公民館第1会議室 

飯尾敷地コミュニティセンター 

美郷庁舎大会議室 

 

山川庁舎101会議室 

川島公民館会議室 

市役所1階相談室 

美郷庁舎2階会議室 

 

市役所1階相談室 

市役所1階相談室 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

 

10：00～12：00 

13：00～16：00 

9：00～12：00 

13：00～16：00 

 

10：00～12：00 

10：00～12：00

11月20日貂 

12月  6日貅 

12月  6日貅 

 

12月  3日豺 

12月  4日貂 

12月13日貅 

12月20日貅 

 

11月16日貊 

12月21日貊 

〈 行 政 相 談 〉 

〈司法書士会による無料法律相談〉 

今
月
の
納
税 

・ 

保
険
料 

国
民
健
康
保
険
税 

固
定
資
産
税 

介
護
保
険
料 

納
期
限 

第
５
期 

第
３
期 

第
３
期 

11
月
30
日
貊 

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動 

火 災  

救急出動 

3件 8
月 

累
計
 

18件 

144件 8
月 

累
計
 

1111件 



文
化
庁
の
「
文
化
的
景
観
」

重
要
地
域
に
選
定
さ
れ
て
い

る
高
開
地
区
で
、
第
９
回
石

積
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。

光
の
演
出
で
美
郷
の
冬
空

に
浮
か
び
上
が
る
、
優
美
で

幻
想
的
な
石
積
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

と
き

１２
月
１５
日
貍
・
１６
日

豸
午
後
５
時
〜
９
時

と
こ
ろ

美
郷
字
大
神

会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
車
は
美
郷
ほ

た
る
館
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ほ
た
る
館
か
ら

会
場
ま
で
は
無
料
送
迎
車
が

運
行
し
て
い
ま
す
。〈
送
迎
車

運
行
時
間
　
午
後
５
時
か
ら
、

最
終
午
後
８
時
３０
分
ほ
た
る

館
出
発
〉

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
館蕁

潴
２
８
８
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu
.o
r.jp
/m
isato

/h
o
taru
/
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776-8611  徳

島
県
吉
野
川
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島
町
鴨
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T
E
L 0883-22-2221　

F
A
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 0883-22-2244

U
R
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w
w
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。
 

11
広
報
よ
し
の
が
わ
 

広
報
よ
し
の
が
わ
 

11・12月 
休日・夜間在宅当番医表 ●平日／17時～23時　●休日／8時～23時 

※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。 
●○印は、休日診療日です。 
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。 
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確認
の上、ご利用ください。　　 ●問い合わせ／市健康推進課蕁澪6615

医　院　名 

グリーン耳鼻咽喉科 

石原内科循環器科 

山下耳鼻咽喉科クリニック 

梶本胃腸科内科  

三木リハビリテーション病院 

和田耳鼻咽喉科  

石 原 小 児 科  

大 久 保 診 療 所  

糸 田 川 眼 科  

岡田医院（川島） 

古 本 胃 腸 科  

糸田川クリニック 

後 藤 田 外 科  

美 摩 病 院  

渡 辺 医 院  

電話番号 

24－2488 

24－2536 

42－7533 

24－2413 

42－6616 

24－2566 

24－2388 

24－1703 

24－2531 

25－3566 

24－7377 

24－7555 

24－2720 

24－2957 

24－7177

12月 

28 

27 

 

2 

30 

9 

16 

23 

24 

31

11月 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28

12月 

 

 

1 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

10 

11 

12 

13 

14 

15

11月 

29 

30

12月 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

25 

26 

29

11月 医　院　名 

四 宮 医 院  

松 永 医 院  

杉 山 医 院  

矢 田 医 院  

木村内科胃腸科  

筒 井 クリニック  

谷 医 院  

鈴木内科（敷地） 

阿 部 整 形 外 科  

鈴木内科（喜来） 

岸 整 形 外 科  

鴨 島 病 院  

富 本 医 院  

工 藤 内 科 医 院  

井 内 内 科  

電話番号 

25－2016 

42－2110 

25－2802 

25－2006 

24－6413 

24－3300 

42－2353 

24－5880 

24－4880 

24－3413 

25－3133 

24－6565 

42－3123 

42－3113 

24－3070

医　院　名 

島 野 外 科 内 科  

高橋皮膚科クリニック 

杏 和 医 院  

中西内科クリニック 

タ ナ カ 医 院  

鴨島耳鼻咽喉科  

いぬい産科婦人科クリニック 

リバーサイドクリニック岡田 

森 住 内 科 医 院  

◎小児救急医療体制…日曜日の9時～18時、

小児科専門医が診てくれます。 

●麻植協同病院 

●阿波病院（第1・3・5週だけ） 

 

 

蕁濆2101 

蕁濺5151

電話番号 

25－3060 

24－5122 

22－0333 

42－6755 

22－1800 

24－8070 

22－1230 

24－8884 

22－3010

第
９
回

高
開
石
積
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

１１
月
は
指
名
手
配
被
疑
者
捜

査
強
化
月
間
で
す
。

左
の
写
真
の
被
疑
者
逮
捕
に

結
び
つ
く
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
謝
礼
金
と

し
て
２
０
０
万
円
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
ど
ん
な
さ
さ
い
な
情
報

で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

吉
野
川
警
察
署

蕁
澪
６
１
１
０

意
外
と
近
く
に
ひ
そ
ん
で

い
る
か
も
・
・
・

小池 俊一平田 信 高橋 克也 菊地 直子


